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令和 6 年 4 月 27 日（土） 
１．研究内容について 

（１）釧路支部 研究主題 

（２）研究の視点の具体 

視点Ⅰ：知識・技能のつながり～９年間の学びがつながる指導と評価 Ex.９カリの活用 
①運動の特性・子供の実態に応じた単元計画の立案 
②目指す子供の姿の明確化 
③評価内容の明確化 
視点Ⅱ：思考・判断・表現/主体的な学びへのつながり Ex.運動の本質を捉え「問い」「課題」を精選 
①問題場面との出合い～必要感の伴う問題場面の設定 
②課題の設定と解決方法の選択～一人一人が伸びる機会を保障する 
視点Ⅲ：学びに向かう力、人間性の涵養/対話的な学びとのつながり Ex.交流場面の工夫 
①意図のあるグルーピングと役割分担 
②交流を活性化させるための工夫 
③チームワークの意識の徹底 

 

２．令和５年度の取組 

（１）研究部の理念、方向性 
〇体育授業づくり研修を核として、より多くの授業実践を行い、互いに見合い、子供主語の授業（子

供がよりよくなりたいと思える授業）をつくり上げていく。 
＝できるだけ多くの先生方に授業実践をしてもらい、教師同士の授業観を広げる一年に！ 
〇令和９年度に向けて５か年計画で先生方の学び合いの環境を整えていく。 
＝令和５年度………………初任段階研修の若手教員を中心に授業公開経験を積んでいく① 
 令和６年度………………初任段階研修の若手教員を中心に授業公開経験を積んでいく② 
 令和７年度………………研究主題の見直し、授業者候補決定、理論研修 
 令和８年度………………プレ全道大会、授業公開、実践資料作成 
 令和９年度１０月末……第６３回北海道学校体育研究大会釧路大会 

 
（２）年間計画（令和５年度実施） 

月 日 事業計画 

6月 3日(土) 学体研釧路支部 定期総会  

6月 30日(木) 第 8回体育授業づくり研修会（附属釧路前期課程） 

「小３・５年ハードル走」授業動画観察＆事後研 

7月 20日(木) 第９回体育授業づくり研修会（釧路市学校教育研究会） 

「中１年食事と健康」「小６年ソフトバレーボール」授業事前研① 

8月 4日(金) 第 10 回体育授業づくり研修会（夏休み特別講座・エアロビ講習） 

「ボール運動・球技領域、体つくり運動領域」実技研 

8月 31日(木) 第 11 回体育授業づくり研修会（釧路市学校教育研究会） 

「中１年食事と健康」「小６年ソフトバレーボール」授業事前研② 

9月 4日(月) 釧路町研体育部会（釧路町立遠矢小学校） 

「小６年 バスケットボール」授業公開＆事後研 

9月 6日(水) 釧路市学教研体育部会（釧路市立美原中学校） 

「中１年 （保健）食事と健康」授業公開＆事後研 

9月 13日(水) 釧路町教師力向上研修会（釧路倒立富原小学校） 

「小２年 走・跳の運動遊び」授業公開＆事後研 

10月 6日(金) 第 12 回体育授業づくり研修会（釧路市学教研・附属セミナー） 

「小 5年ソフトバレーボール」「小 3･5･中 2 年ゴール型」事前研 

10月 18日(水) 釧路市学教研体育部会（釧路市立武佐小学校） 

「小 6年ソフトバレーボール」授業公開＆事後研 

11月 7日（火） 釧路市学校教育研究体育部会（附属釧路後期糧） 

「小 3セストボール、小 5･中 2 年バスケットボール」事前研＆実技研 

11月下旬 第 13 回体育授業づくり研修会 附属セミナー授業 事前研 

12月 14日（木） 附属釧路授業力向上セミナー（授業公開）※詳細：別紙資料 

12月 22日（金） 附属釧路授業力向上セミナー（研究協議）※詳細：別紙資料 

12月 26日（火） 第 14 回体育授業づくり研修会 冬休み明け授業構想① 

１月 26日（金） 第 15 回体育授業づくり研修会 冬休み明け授業構想② 

3月 １年間の振り返り、次年度の方向性検討 

 

 
（３）活動報告（これまでの様子） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『自ら運動と向き合い、夢中になれる子供の育成』～つながる体育学習～ 

 研修会終了後

にも、授業につ

いて熱心に協議

する姿が見られ

ます。メンバー

同士で遠慮なく

聴き合える関係

になってきてい

ます！ 
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３．令和６年度に向けて 

（１）附属釧路授業力向上セミナー連携事業より 
授業について真剣に考えること（佐藤毅先生の助言から） ※次年度の方向性に関わる点についてのみ掲載 

３本の授業ともに、研究テーマ「深い学び」を具現する授業デザイン～子供たちが互いに影響力を発揮
し合う「学び合い」の展開を取り入れた授業になっており、全ての子供が課題にしっかり向き合った学習
であった。 
特に、３本ともに「自分たちで戦術、作戦を立てて、ゲームを楽しむ」ことが主な課題であり、子供同

士の「学び合い」の多く見られる授業だったと思う。 
３年生のセストボールでは「ボールを持たない人の動き」を授業通しての一貫したキーワードとして課

題解決に向けた学習が展開されており、子供たちの思考の動きが分かる授業だった。また、技能の差も小
さいため、ほぼすべての児童の運動量の差が無く、見ていても楽しい授業だった。 
５年生のバスケットボールでは攻防における「チーム内の役割」を考えてゲームを楽しむ学習が展開さ

れていた。兄弟チームにおけるチーム練習によって作戦の確認が行われ、学習の流れを子供たちが理解す
ることで、自分たちで学習を進め、課題解決を図ろうとする姿を見ることができた。 
８年生のバスケットボールでは、「相手チームに即した戦術を考え、自己の考えをチーム内で伝え合い、

ゲームを通して自チームの戦術としての自己の役割に応じた動きができる」ことを目標に学習が進められ
た。予定していた学級ではなく、欠席者も多い状況での公開で苦労したことと思う。説明場面を大切にし、
全員にしっかり伝える学習を意図的に取り入れており、今、求められている力の伸長を目指している内容
になっていた。 
授業では、特に「子供から見た特性」を重視することが必要である。ボールコントロール、ボディコン

トロールが上手にできるようになった時にうれしい。ゲーム中にその技能を使ってチームに貢献できると
うれしい。反対に、ボール操作が上手にできなければ、必然的にパスが回ってこなくなってゲームが面白
くないと感じる。ゲーム中に自分の役割を果たすことができ、さらにシュートを決めることができたとき
にうれしい。ゲーム中は瞬間的な状況判断からのボール操作が求められるので、練習ほどうまくボール操
作ができないので、技能の習得に躓きを感じやすい等が挙げられる。 
今回の授業のように「ゲーム」「ボール運動」「球技」の学習においては戦術、作戦に視点をあてる授業

が多く見られる。技能の差が少ない小学校低学年では、ルールの工夫によって全員が楽しむことを目指し
てよいと思うが、学年が上がるにつれて、どうしても個々の技能に差が出てくる。体格差、能力差に起因
する。そこを避けていくと、子供から見た特性に挙げられているように、楽しくないと感じる子供が増え
てしまう。大切なのは、学習する目の前の子供たちのレディネスや技能レベルを確実に把握し、それに合
った単元指導計画を立案することである。「知識・技能」「思考・判断・表現」「学びに向かう態度」をど
んなバランスで、どんな流れで身に付けさせていくべきなのかを適切に判断することが必要である。 

 
（２）これからの体育授業づくりの見方・考え方を探る 

助言いただいた内容とこれからの体育で必要なことを関連付ける 
①「子供から見た特性」を重視する 
 能力や体格に関係なく全ての子供が授業に意欲的に参加できることが必要不可欠。意欲的に参加できな
い要因をどこまで取り除けるか。 
＝環境構成の工夫、必要に応じた技術指導、学ぶ内容の理解等。 
＝「できる・できた・わかる」の実感が伴う授業展開が必要になるだろう。 
②「目の前の子供に合った単元計画」を立案する 
 子供の思いは、どこにあるのか。「技能を習得したいのか」「学ぶ内容が見えていなくて、説明を求めて
いるのか」「挑戦内容を自己選択したいのか」「チームで達成感を味わいたいのか」等、子供の思いと教師
の指導事項がどこまで一致させられるか。 
＝子供の思いは「運動の本質的な面白さ・特性」を基にしたものになるはず。 
＝「運動の本質的な面白さ・特性」を教師側で的確に捉えていくことが子供の思いと教師の指導事項の一
致に繋がっていくだろう。 

 
目の前に多様な子供たちが存在している中、「みんなを尊重して、みんなで楽しむこと」を経験し、
運動と関わる時間が、自分たちのものになっていくことは社会的に見ても大切なものとなるだろう。
それらを、体育授業等の実践を通して学ぶことがこれからの時代で求められてくるのではないだろ
うか。 

 
（３）令和６年度の研究の方向性 

〇体育授業づくり研修を核として、より多くの授業実践を行い、互いに見合い、子供主語の授業（子供が
「こうしたら楽しめる」と思える授業）をつくり上げ、それらの交流内容を共有していく。 

＝できるだけ多くの先生方に授業実践をしてもらい、その実践を共有し、教師の授業観を広げる１年に！ 
 
〇令和６年度…初任段階研修の若手教員を中心に授業公開経験を積んでいく。 

そのためにも、 
①釧路支部の「９カリ」バージョンアップを目指し、「知識・技能」のみならず、「運動の面白さ」「子供の

姿」の発展、発達段階を取り入れたものとなるようにする。 
②学習指導案様式や、授業観察の視点等を用意し、「子供の姿（目の前に映った事実）」から学び、単元・

本時のねらいや、運動のもつ面白さ等と照合させながら、よりよい授業像を会員全員で共有でるように
する。 

 ＝公開授業の事前研はもちろん、事後研の充実を図ることができるよう、必要な資料を整備していく！ 
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